別紙様式
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：畜産業費　目：家畜保健衛生費
	事業名：　新　高病原性鳥インフルエンザ等検査体制整備事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　農政部　畜産課　衛生防疫担当　電話番号：058-272-1111（内2873）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11437@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：1,979千円（前年度予算額：0千円）

	事業内容


	１　事業の内容


家畜伝染病予防法等の改正により、高病原性鳥インフルエンザの疑い事例が発生した場合、遺伝子検査に基づき疑似患畜と決定し、殺処分等の迅速な防疫措置が可能となったことから、迅速かつ正確な診断が求められる。

病性鑑定施設を有している岐阜家畜保健衛生所において、遺伝子診断を実施するための機器を整備しているが、老朽化により正確な診断に支障をきたす可能性がある。
そのため、現有機器を更新し、高病原性鳥インフルエンザの検査精度を高め、迅速かつ正確な診断をすることにより、防疫体制を維持する。
	２　所要経費


１．診断機器の更新
　　①ゲル撮影装置　　　　　　　　　　　1,050千円
・遺伝子検査（ＰＣＲ検査）において、遺伝子増幅幅を確認するための画像解析に

必要な機器である。しかし、現有機器は購入から１５年が経過し、フィルターの
劣化等により高度な診断に支障をきたしているため、更新する。
②純水製造装置　　　　　　　　　　　　929千円
・純水製造装置により製造した高純水は、検査試薬調整に不可欠である。また、超純水装置に連結することにより、遺伝子検査に活用しており、高病原性鳥インフルエンザの診断に不可欠である。しかし、現有機器は購入から１０年が経過し、平成２４年度から補修部品の製造が中止されることから、高純水の精度が維持できなくなるため、更新する。
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ⅰ　安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり

５ 安心してモノや食品を買い、消費できる地域をつくる
安心して食事ができる地域をつくるために

・病性鑑定施設整備により、口蹄疫、鳥インフルエンザ等の悪性伝染病や、人獣共通感染症などの侵入・感染拡大防止を図り、家畜飼養農場へのまん延防止を図ることにより、安心して購入できる畜産物を供給することができる。
	２　これまでの取組状況


	３　これまでの取組に対する評価


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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